
子宮内膜増殖の分子メカニズムを発見
-子宮内膜症発症の分子標的を発見-

生理活性リゾリン脂質受容体LPA3は
子宮内膜上皮に発現し、受精卵近傍
で産生されたリゾホスファチジン酸
（LPA）を受容し、HB-EGF, COX-2, 
Bmp2, Wnt4の発現を誘導すること
で子宮内膜の増殖を促進することを
解明。LPA3ノックアウトマウスでは
子宮内膜症が起きにくいことを発見。

→LPA3は子宮内膜症の創薬標的である
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LPA3受容体を介するリゾホスファチジン酸
シグナルを介する子宮内膜増殖機構
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